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1. はじめに 

 橋梁用高降伏点鋼板 SBHS は従来の鋼素材と比べ，高い降伏

点，施工性および靭性を有する新素材として，橋梁に使用するこ

とで，建設コスト縮減の可能性が期待されている．しかしながら，

SBHS500 は 2008 年に JIS 化されるも，耐荷力特性に関する情報

は不十分であるのが実情である．より幅広くSBHS500を使用するため

には，各種耐荷力特性について明らかにし，具体的かつ汎用的な設

計手法の開発が必要不可欠である．SBHS500 の把握すべき耐荷力

特性のうち，長柱と自由突出板については既往の研究 1),2)により実験

的，解析的研究が進み，データの蓄積がなされ，明らかになりつつあ

る．他方，SBHS500 の両縁支持板に関する研究は著者らの知る限り

では実施されていない．本稿では，SBHS として SBHS500 を用いた

両縁支持板の座屈耐力に関する基本的データを得ることを目的とし，

SBHS500 および従来鋼である SM490Y を使用した無補剛矩形断面

鋼製短柱を用いて軸圧縮試験を実施した． 

2. 実験供試体 

  本稿の実験では限界幅厚比，限界幅厚比以降の SBHS500 の示

す耐荷力特性を明らかにすべく，供試体の幅厚比パラメータを

RR=0.7，1.1 とした． SBHS500（B07 と B11）の供試体と，比較のため

SM490Y（M07 と M11）の供試体，計 4 体を 10MN 大型構造物試験

機により変位制御，載荷速度 0.01mm/sec の条件のもと圧縮試験を行

った．図‐1 に SBHS500 と SM490Y の引張試験によって得られた公

称ひずみ-公称応力関係を示す．各供試体は，板厚 9mm の 4 枚の

両縁支持板からなる無補剛箱形断面の鋼製短柱である．これら供試

体の主な構造諸元・座屈パラメータを表-１，そして供試体の概形を図

-2 に示す．同図に示すように，供試体端部には内側にもひずみゲー

ジを貼り付けるため穴を開けており，構造的に弱く，端部での座屈を

防ぐために補強区間を導入し，両縁支持板の有効長さ l は l=398mm

とした． 
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【単位：mm】 

供試体 B07 M07 B11 M11

鋼種 SBHS500 SM490Y SBHS500 SM490Y

R R 0.7 0.7 1.1 1.1

σ y (MPa) 504 409 504 409

t (mm) 9 9 9 9

b (mm) 250 270 398 434

l (mm) 398 488 665 724

  表-１ 各供試体の構造諸元・座屈パラメータ 

図-2 SBHS500供試体（B07）の供試体寸法 

   図-1 対象鋼種の公称ひずみ-公称応力関係 
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3. 実験結果および座屈耐力に関する検討 

図-3 に各供試体の軸圧縮試験から得られた軸力(N)－

軸方向変位(δ)関係を降伏荷重 Ny および降伏変位 δy で除

したN/Ny-δ/δy関係を示す．図-4に座屈耐力Ncr（最大軸力）

を降伏荷重で除した Ncr/Ny とする耐荷力曲線 3),4)と本研究

によって得られた実験結果を比較したものを示す． 

（1） B07 と M07 の実験結果の比較 

図-3 から２鋼種の間に耐荷力特性に大きな差はないこと

がわかる．これは，幅厚比パラメータ RRが 0.7程度と比較的 

大きいために，座屈耐力と降伏荷重がほぼ同じであり，鋼材

の応力－ひずみ関係の影響をあまり受けなかったことが原

因であると考えられる．さらに，図-4から本稿で得られたB07

と M07 の実験結果は耐荷力曲線上にプロットされる結果と

なった． 

（2） B11 と M11 の実験結果の比較 

図-3，図-4 から， RR=1.1 の時には 2 鋼種の間に N/Ny-

δ/δy 関係の特徴に大きな差はないが，座屈耐力に若干の差

が認められた．圧縮試験結果はばらつきを持ちやすいため

に，座屈耐力の差が鋼種の違いにより生じたのか，もしくは， 

実験結果のばらつきによって生じた差であるのか，今回得られた 2体の実験結果だけでは SBHS500の耐荷力特性を

適切に評価することは難しい．今後，SBHS500 の耐荷力特性の適切な評価に向け，実験・解析的研究により，データ

を蓄積していくことが必要不可欠である． 

 

4. まとめ 

本稿では SBHS500 および SM490Y を用いた鋼製短柱の軸圧縮実験を行った．本稿の実験結果によれば，

SBHS500 と SM490Yを使用した両縁支持板の耐荷力特性に大きな差が見られなかった．他方，SBHS500を使用した

両縁支持板の座屈耐力に関する情報は少ないため，今後，実験および解析により情報を蓄積していく必要がある． 
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   図-3 各供試体の N/Ny-δ/δy関係 

 図-4 実験結果と耐荷力曲線との比較 
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